
氏 名

学 位 の 種 類

学 位 記 番 号

学位授与の目付

学位授与の要件

学 位 論 文 題 目

10
月

清
飢

博

4
7

第

年

山
朋

学

博

4

農

和

当
日

農

論

昭

善
,i

士

号

24日

学 位 規 則 第 5 粂 第 2 項 該 当

STUDIESON TAURINE:α-KETOGLIJTARATE
AMINOTRANSFERASEOFACHROMOBACTER
SUPERFJCZALLS
(AchromobacterSuPerjicialisのタウリン:a 一ケ トグルタル酸

ア ミノトランスフェラーゼに関する研究)

(主 査)

論 文調査 委員 教 授 山 本 龍 男 教 授 緒 方 浩 一 教 授 贋海啓太郎

論 文 内 容 の 要 旨

O -アミノ酸をア ミノ基供与体とするアミノ基転移反応は広 く微生物, 動物および植物において兄いださ

れ, 最近その生理的重要性が認識されつつある. しかしスルホン酸基を有する一種の O - 7 ミノ酸である

タウリンをアミノ基供与体とするアミノ基転移反応を触媒する酵素についてはこれまでまった く知 られて

いない｡

著者はまず各種細菌について検索を行なった結果 Achrcmobactersuperjicialisと Achromobacterpol-

ymorp h に特異的に本ア ミノ基転移酵素が存在することを確認したO ついで本反応の生成物を単離, 同定

して タウリンと α-ケ トグルタル酸から L グルタミン酸とスルホアセ トアルデヒドが生成することを明

らかにした｡ また本酵素はこの逆反応をも触媒することを証明した｡

NH2･CH2･CH2･SO3H + HOOC･CH2･CH2･CO･COOH

≠ OHC･CH2･SO3H + HOOC･CH2･CH2･CH(NH2)･COOH

さらに AchrLmObactersuperjicialisの無細胞抽出液からタウリン: α-ケ トグルタル酸アミノトランス

フェラーゼを単離, 精製, 結晶化して, その物理化学的ならびに酵素化学的性質を検討した｡ 本酵素の分

子量は156,000であり, 補酵素としてピリドキサール リン酸, ピリドキサ ミンリン酸を要求し, 酵素1モ

ルあたり4モルの補酵素を含むことを明らかにしている｡ 本酵素の基質特異性としては, タウリンのほか

に β-アラニン, D L 針 ア ミノイソ酪酸, - イポタウリンなどの a'-ア ミノ酸がアミノ基供与体となるが,

ア ミノ基受容体としては α-ケ トグルタル酸のみが基質となり, ピル ビン酸, オキサル酢酸などは作用を

うけないことを兄いだした｡

また本酵素は精製過程における硫安処理によって失活現象が認められるが, ピリドキサール リン酸ある

いはピリドキサ ミンリン酸を加えて加温処理することによりその活性が回復するという現象を兄いだし,

その機構についても考察を加えている｡

-955-



論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

タウリンは含硫アミノ酸の代謝終産物として動物組織に比較的高濃度に生成されるアミノスルホン酸で

あるが, この代謝に関する研究は動植物, 微生物にわたってほとんど行なわれていなかった｡

本論文は微生物によるタウリンのアミノ基転移反応ならびにこれを触媒する新しい酵素について詳細に

研究を行なったものである｡

著者はまず各種細菌を対象として酵素活性のスクリーニングを行ない, Achromobactersuperjicialisと

Achrtmobacterpolymorp h の抽出液にタウ1) ソ:α-ケ トグルタル酸アミノトランスフェラーゼが存在す

ることを見出した｡ ついでタウリン:α-ケ トグルタル酸アミノ基転移反応の生成物を単離, 同定して し

グルタミン酸とともにスルホアセ トアルデヒドが化学量論的に生成することを明らかにし, 本酵素はこの

逆反応をも触媒することを証明している｡

さらに Achromobactersuperjicialisの無細胞抽出液から本酵素の精製, 結晶化を行ない, その性質を

酵素化学的, 高分子化学的ならびに物理化学的立場から究明した｡ 本酵素はピリドキサール リン酸, ピリ

ドキサ ミンリン酸を補酵素として要求し, 基質特異性としてはタウ1) ンとともに 針 アラニン, DL-β-ア

ミノイソ酪酸, - イポタウ1) ソなどの一連の W -アミノ酸が, アミノ基供与体となるが, アミノ基受容体

としては α-ケ トグルタル酸だけが基質となり, その他の α-ケ ト酸は反応に関与しないことなどを明ら

かにした｡ また本酵素は硫安処理などにより不活性化をうけるが補酵素とともに比較的高い温度で処理す

ると活性が回復するというビタミン B 6酵素としてユニークな現象を兄いだし, その機構についても適切

な考察を加えている｡

このように微生物のタウリン代謝に関連した新しい酵素反応を兄いだすとともに, 関与する酵素を精製,

結晶化し, その性質を詳細に解明したことは微生物化学, 酵素化学の分野に貢献するところが極めて大き

い｡

よって, 本論文は農学博士の学位論文 として価値あるものと認める｡
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